
懸仏
かけぼとけ

 

 

指定種別：市指定文化財 

指 定 日：平成 10 年７月 30 日 

制 作 年：元禄６(1693)年 

寸  法：円盤 縦 15.5 ㎝ 横 15.5 ㎝ 厚さ 1.8 ㎝ 

仏像 高さ 8.9 ㎝ 

     重量 210ｇ 

銘  文：元禄六癸酉八月十五日 釜石村藤原谷行院 

 

 

 この懸仏を所有する鈴子家は、もともと八幡神社を現在

の鈴子町に鎮座していましたが、官営釜石製鉄所建設に伴

い唐浪(大渡町)に遷座しました。八幡神社は観音寺同様の宗派であり、修験道の同行でも

あります。 

この懸仏の様式および寸法は、大天山観音寺の懸仏と類似し、銘文は「元禄六癸酉八月

十五日」「釜石村藤原谷行院」とあり、制作年も同年です。  


